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（提案理由）  

 議 会に係る手続のオンライン化等に対応した標準会議規則の

改正に準じ，所要の規定を改正するため，提案するものである。  



豊中市議会規則第  号 

豊中市議会会議規則の一部を改正する規則 

豊中市議会会議規則（昭和３４年豊中市議会規則第１号）の一部を次のように改正する。 

次の表の（現行）の欄に掲げる規定を同表の（改正後）の欄に掲げる規定に，傍線で示すように改める。 

（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

目次 目次 

第１章～第５章 （省 略） 第１章～第５章 （省 略） 

第６章 発言 第６章 発言 

第５０条～第５８条 （省 略） 第５０条～第５８条 （省 略） 

第５９条（質疑，討論の終結） 第５９条（質疑又は討論の終結） 

第６０条～第６５条 （省 略） 第６０条～第６５条 （省 略） 

第７章 （省 略） 第７章 （省 略） 

第８章 公聴会，参考人 第８章 公聴会及び参考人 

第８０条～第８６条 （省 略） 第８０条～第８６条 （省 略） 

第９章 表決 第９章 表決 

第８７条～第９３条 （省 略） 第８７条～第９３条 （省 略） 

第９４条（表決の更正） 第９４条（表決の訂正） 

第９５条～第９７条 （省 略） 第９５条～第９７条 （省 略） 

第１０章 （省 略） 第１０章 （省 略） 

第１１章 秘密会 第１１章 秘密会 

第１０６条（指定者以外の退場） 第１０６条（指定者以外の者の退場） 

第１０７条 （省 略） 第１０７条 （省 略） 

第１２章 辞職及び資格の決定 第１２章 辞職及び資格の決定 



（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

第１０８条～第１１１条 （省 略） 第１０８条～第１１１条 （省 略） 

第１１２条（決定書の交付） 第１１２条（決定の通知） 

第１３章 規律 第１３章 規律 

第１１３条・第１１４条 （省 略） 第１１３条・第１１４条 （省 略） 

第１１５条（資料等印刷物等の配布の許可） 第１１５条（資料等の配布の許可） 

第１１６条 （省 略） 第１１６条 （省 略） 

第１４章～第１７章 （省 略） 第１４章～第１７章 （省 略） 

第１８章 補則 第１８章 補則 

 第１３６条（電子情報処理組織による通知等） 

 第１３７条（電磁的記録による作成等） 

第１３６条 （省 略） 第１３８条 （省 略） 

第１３７条 （省 略） 第１３９条 （省 略） 

附則 附則 

（連絡所の届出） （連絡所の届出） 

第３条 議員は，別に連絡所を定めたときは，議長に届け出なければならない。

これを変更したときもまた同様とする。 

第３条 議員は，別に連絡所を定めたときは，議長に届け出なければならない。

これを変更したときも，また同様とする。 

（会期中の閉会） （会期中の閉会） 

第７条 議長は，会議に付された事件をすべて議了したときは，会期中であっ

ても閉会することができる。 

第７条 議長は，会議に付された事件を全て議了したときは，会期中であって

も閉会することができる。 

（議案の提出） （議案の提出） 

第１４条 議員が議案を提出しようとするときは，その案をそなえ，理由を付

け，法第１１２条第２項の規定によるものについては所定の賛成者とともに

第１４条 議員が議案を提出しようとするときは，その案を備え，理由を付け，

法第１１２条第２項の規定によるものについては所定の賛成者とともに連



（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

連署し，その他のものについては２人以上の賛成者とともに連署して，議長

に提出しなければならない。 

署し，その他のものについては２人以上の賛成者とともに連署して，議長に

提出しなければならない。 

２ 委員会が議案を提出しようとするときは，その案をそなえ，理由を付け，

委員長が議長に提出しなければならない。 

２ 委員会が議案を提出しようとするときは，その案を備え，理由を付け，委

員長が議長に提出しなければならない。 

３ 議長は，発議案を印刷して各議員に配布しなければならない。  

４ 前項の規定は，市長の提出した議案にこれを準用する。  

（一事不再議） （一事不再議） 

第１５条 議会で議決された事件については，同一会期中は再び提出すること

ができない。 

第１５条 議会で議決された事件については，同一会期中は，再び提出するこ

とができない。 

（修正の動議） （修正の動議） 

第１７条 修正の動議は，その案をそなえ，法第１１５条の３の規定によるも

のについては所定の発議者が連署し，その他のものについては２人以上の賛

成者とともに連署して，議長に提出しなければならない。 

第１７条 修正の動議は，その案を備え，法第１１５条の３の規定によるもの

については所定の発議者が連署し，その他のものについては２人以上の賛成

者とともに連署して，議長に提出しなければならない。 

２ （省 略） ２ （省 略） 

（事件の撤回又は訂正及び動議の撤回） （事件の撤回又は訂正及び動議の撤回） 

第１９条 会議の議題となった事件を撤回し，又は訂正しようとするとき及び

会議の議題となった動議を撤回しようとするときは，議会の承認を要する。 

第１９条 会議の議題となった事件を撤回し，又は訂正しようとするとき及び

会議の議題となった動議を撤回しようとするときは，議会の許可を得なけれ

ばならない。ただし，会議の議題となる前においては，議長の許可を得なけ

ればならない。 

２ 議員が提出した事件及び動議で前項の承認を求めようとするときは，提出

者全部から請求しなければならない。 

２ 議員が提出した事件及び動議につき前項の許可を求めようとするときは，

提出者全員から請求しなければならない。 

３ 委員会が提出した議案で第１項の承認を求めようとするときは，委員会の

承認を得て委員長から請求しなければならない。 

３ 委員会が提出した議案につき第１項の許可を求めようとするときは，委員

会の許可を得て委員長から請求しなければならない。 



（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

（議事日程のない会議の通知） （議事日程のない会議の通知） 

第２２条 議長は，必要があると認めるときは，開議の日時だけを議員に通知

して会議を開くことができる。 

第２２条 議長は，必要があると認めるときは，開議の日時のみを議員に通知

して会議を開くことができる。 

２ （省 略） ２ （省 略） 

（日程の終了及び延会） （日程の終了及び延会） 

第２４条 （省 略） 第２４条 （省 略） 

２ 議長は，議事日程に記載した事件の議事が終わらない場合であっても，必

要があると認めるとき又は議員から動議が提出されたときは，討論を用いな

いで会議に諮って延会することができる。 

２ 議長は，議事日程に記載した事件の議事が終わらない場合でも，必要があ

ると認めるとき又は議員から動議が提出されたときは，討論を用いないで会

議に諮って延会することができる。 

（投票） （投票） 

第３０条 議員は，職員の点呼に応じて，順次，投票を備付けの投票箱に投入

する。 

第３０条 議員は，議長の指示に従って，順次，投票する。 

（投票の終了） （投票の終了） 

第３１条 議長は，投票が終わったと認めるときは，投票漏れの有無を確かめ，

投票の終了を宣告する。その宣告があった後は投票することができない。 

第３１条 議長は，投票が終わったと認めるときは，投票漏れの有無を確かめ，

投票の終了を宣告する。その宣告があった後は，投票することができない。 

（開票及び投票の効力） （開票及び投票の効力） 

第３２条 （省 略） 第３２条 （省 略） 

２・３ （省 略） ２・３ （省 略） 

 ４ 投票の効力に係る法第１１８条第６項の規定による通知に関し必要な事

項は，議長が定める。 

（付託事件を議題とする時期） （付託事件を議題とする時期） 

第４０条 委員会に付託した事件は，その審査終了を待って議題とする。 第４０条 委員会に付託した事件は，その審査又は調査の終了を待って議題と

する。 



（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

（修正案の説明） （修正案の説明） 

第４２条 議長は，委員長の報告が終わったとき又は委員会の付託を省略した

ときは，修正案の説明をさせる。 

第４２条 議長は，委員長の報告が終わったとき又は委員会への付託を省略し

たときは，修正案の説明をさせる。 

（委員会の審査又は調査期限） （委員会の審査又は調査期限） 

第４６条 （省 略） 第４６条 （省 略） 

２ 前項の期限内に審査を終わらなかったときは，その事件は，第４０条の規

定にかかわらず，会議において審議することができる。 

２ 前項の期限までに審査又は調査を終わらなかったときは，その事件は，第

４０条の規定にかかわらず，議会において審議することができる。 

（再付託） （再付託） 

第４８条 議会は，委員会の審査又は調査を経て報告された事件で，なお審査

又は調査の必要があると認めるときは，更にその事件を同一の委員会又は他

の委員会に付託することができる。 

第４８条 議会は，委員会の審査又は調査を経て報告された事件について，な

お審査又は調査の必要があると認めるときは，更にその事件を同一の委員会

又は他の委員会に付託することができる。 

（発言の許可等） （発言の許可等） 

第５０条 発言は，すべて議長の許可を得た後，登壇してしなければならない。

ただし，簡易な事項については，議席で発言することができる。 

第５０条 発言は，全て議長の許可を得た後，登壇してしなければならない。

ただし，簡易な事項については，議席で発言することができる。 

２ （省 略） ２ （省 略） 

（発言内容の制限） （発言内容の制限） 

第５４条 発言は，すべて簡明にするものとし，議題外にわたり又はその範囲

を超えてはならない。 

第５４条 発言は，全て簡明にするものとし，議題外にわたり又はその範囲を

超えてはならない。 

２・３ （省 略） ２・３ （省 略） 

（議事進行に関する発言） （議事進行に関する発言） 

第５７条 （省 略） 第５７条 （省 略） 

２ 議長は，議事進行の発言がその趣旨に反すると認めるときは，直ちに制止

することができる。 

２ 議長は，議事進行に関する発言がその趣旨に反すると認めるときは，直ち

に制止することができる。 



（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

（質疑，討論の終結） （質疑又は討論の終結） 

第５９条 （省 略） 第５９条 （省 略） 

２～４ （省 略） ２～４ （省 略） 

（発言の取消し又は訂正） （発言の取消し又は訂正） 

第６４条 発言した議員は，その会期中に限り，議会の許可を得て発言を取り

消し又は議長の許可を得て発言の訂正をすることができる。ただし，発言の

訂正は，字句に限るものとし，発言の趣旨を変更することはできない。 

第６４条 発言した議員は，その会期中に限り，議会の許可を得て発言を取り

消し，又は議長の許可を得て発言の訂正をすることができる。ただし，発言

の訂正は，字句に限るものとし，発言の趣旨を変更することはできない。 

（委員の発言） （委員の発言） 

第６８条 委員は，議題について自由に質疑し及び意見を述べることができ

る。 

第６８条 委員は，議題について自由に質疑し，及び意見を述べることができ

る。ただし，委員会において別に発言の方法を決めたときは，この限りでな

い。 

２ （省 略） ２ （省 略） 

（委員外議員の発言） （委員外議員の発言） 

第７０条 委員会は，審査又は調査中の事件について，必要があると認めると

きは，委員でない議員に対して，その出席を求めて説明又は意見を聴くこと

ができる。 

第７０条 委員会は，審査又は調査中の事件について，必要があると認めると

きは，委員でない議員（以下「委員外議員」という。）に対し，その出席を

求めて説明又は意見を聴くことができる。 

２ 委員でない議員は，委員長の許可を得て意見を述べることができる。 ２ 委員外議員は，委員長の許可を得て意見を述べることができる。 

（閉会中の継続審査） （閉会中の継続審査） 

第７８条 委員会は，閉会中も，なお，審査を継続する必要があると認めると

きは，その理由を付け，委員長から議長に申し出なければならない。 

第７８条 委員会は，閉会中もなお審査又は調査を継続する必要があると認め

るときは，その理由を付け，委員長から議長に申し出なければならない。 

２ （省 略） ２ （省 略） 

３ 議長は，議会の議決により，委員会に付託された事件について委員会が議

会閉会中も，なお，審査を継続することに決したときは，直ちにこれを市長

３ 議長は，議会の議決により，委員会に付託された事件について委員会が議

会閉会中もなお審査又は調査を継続することに決したときは，直ちにこれを



（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

及び関係機関に通知しなければならない。 市長及び関係機関に通知しなければならない。 

（委員会報告書） （委員会報告書） 

第７９条 （省 略） 第７９条 （省 略） 

２ （省 略） ２ （省 略） 

３ 議長は，第１項の報告書を印刷して各議員に配布し，若しくは口頭をもっ

てこれを報告しなければならない。 

 

第８章 公聴会，参考人 第８章 公聴会及び参考人 

（公述人の決定） （公述人の決定） 

第８２条 公聴会において意見を聴こうとする利害関係者及び学識経験者等

（以下「公述人」という。）は，あらかじめ文書で申し出た者及びその他の

者の中から，議会において定め，議長から本人にその旨を通知する。 

第８２条 公聴会において意見を聴こうとする利害関係者及び学識経験者等

（以下「公述人」という。）は，前条の規定によりあらかじめ申し出た者及

びその他の者の中から，議会において定め，議長から本人にその旨を通知す

る。 

２ （省 略） ２ （省 略） 

（参考人） （参考人） 

第８６条 （省 略） 第８６条 （省 略） 

２ 参考人については，第８３条から前条までの規定を準用する。 ２ 参考人については，前３条の規定を準用する。 

（投票による表決） （投票による表決） 

第９１条 （省 略） 第９１条 （省 略） 

２ （省 略） ２ （省 略） 

３ 第１項の投票用紙の様式は，議長が，これを定める。 ３ 第１項の投票用紙の様式は，議長がこれを定める。 

（選挙規定の準用） （選挙規定の準用） 

第９３条 記名投票，又は無記名投票を行う場合には，第２７条，第２８条， 第９３条 記名投票又は無記名投票を行う場合には，第２７条，第２８条，第



（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

第３０条，第３１条，第３２条，第３３条第１項及び第３５条の規定を準用

する。 

３０条，第３１条，第３２条第１項から第３項まで，第３３条第１項及び第

３５条の規定を準用する。 

（表決の更正） （表決の訂正） 

第９４条 議員は，自己の表決の更正を求めることができない。 第９４条 議員は，自己の表決の訂正を求めることができない。 

（表決の順序） （表決の順序） 

第９７条 （省 略） 第９７条 （省 略） 

２ （省 略） ２ （省 略） 

３ 修正案がすべて否決されたときは，原案について表決を採る。 ３ 修正案が全て否決されたときは，原案について表決を採る。 

（請願書の記載事項等） （請願書の記載事項等） 

第９８条 （省 略） 第９８条 （省 略） 

２ 請願者が法人の場合には，邦文を用いて，請願の趣旨，提出年月日，法人

の名称及び所在地を記載し，代表者が署名又は記名押印をしなければならな

い。 

２ 請願者が法人の場合には，邦文を用いて，請願の趣旨，提出年月日並びに

法人の名称及び所在地を記載し，代表者が署名又は記名押印をしなければな

らない。 

３・４ （省 略） ３・４ （省 略） 

（請願の委員会付託） （請願の委員会付託） 

第１００条 議長は，請願文書表の配布とともに，請願を，所管の常任委員会

又は議会運営委員会に付託する。ただし，議長において常任委員会又は議会

運営委員会に付託する必要がないと認めるときは，この限りでない。 

第１００条 議長は，請願文書表の配布とともに，請願を，所管の常任委員会

又は議会運営委員会に付託する。ただし，常任委員会に係る請願は，議会の

議決で特別委員会に付託することができる。 

２ 前項の規定にかかわらず，議長が特に必要があると認めるときは，常任委

員会に係る請願は，議会の議決で特別委員会に付託することができる。 

２ 委員会の付託は，議会の議決で省略することができる。 

３ （省 略） ３ （省 略） 

（請願の紹介の取消し） （請願の紹介の取消し） 



（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

第１０２条 議員は，請願の紹介を取り消そうとするときは，会議の議題とな

る前にあっては議長の許可を，会議の議題となった後にあっては議会の承認

を得なければならない。 

第１０２条 議員が請願の紹介を取り消そうとするときは，会議の議題となっ

た後においては議会の許可を得なければならない。ただし,会議の議題とな

る前においては，議長の許可を得なければならない。 

２ 前項の許可又は承認を得ようとするときは，文書により行わなければなら

ない。 

２ 前項の許可を求めようとするときは，文書により請求しなければならな

い。 

（請願の審査報告） （請願の審査報告） 

第１０３条 委員会は，請願について審査の結果を次の区分により意見を付け

議会に報告しなければならない。 

第１０３条 委員会は，請願について審査の結果を次の区分により議長に報告

しなければならない。 

(１) 採択すべきもの (１) 採択すべきもの 

(２) 採択すべきでないもの (２) 不採択とすべきもの 

 ２ 委員会は，必要があると認めるときは，請願の審査結果に意見を付けるこ

とができる。 

２ （省 略） ３ （省 略） 

（陳情書の処理） （陳情書の処理） 

第１０５条 議長は，陳情書又はこれに類するもので，その内容が請願に適合

するものは，請願書の例により処理するものとする。 

第１０５条 議長は，陳情書又はこれに類するもので議長が必要があると認め

るものは，請願書の例により処理するものとする。 

（指定者以外の退場） （指定者以外の者の退場） 

第１０６条 （省 略） 第１０６条 （省 略） 

（議長及び副議長の辞職） （議長及び副議長の辞職） 

第１０８条 （省 略） 第１０８条 （省 略） 

２ 前項の辞表は，議会に報告し，討論を用いないで会議に諮ってその許否を

決める。 

２ 前項の辞表は，議会に報告し，討論を用いないで会議に諮ってその許否を

決定する。 

３ （省 略） ３ （省 略） 



（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

（決定書の交付） （決定の通知） 

第１１２条 議長は，議会が議員の被選挙権の有無又は法第９２条の２の規定

に該当するかどうかについての法第１２７条第１項の規定による決定をし

たときは，その決定書を当該決定を求めた議員及び当該決定を求められた議

員に交付しなければならない。 

第１１２条 前条の規定による決定の本人への通知に関し必要な事項は，議長

が定める。 

（携帯品） （携帯品） 

第１１３条 議場に入る者は，会議の円滑な運営の妨げになる物を携帯しては

ならない。ただし，病気その他の理由により議長の許可を得たときは，この

限りでない。 

第１１３条 議場に入る者は，会議の円滑な運営の妨げになる物を携帯しては

ならない。ただし，病気その他の理由により会議への出席に必要と認められ

る物であって議長にあらかじめ届け出たものについては，この限りでない。 

（資料等印刷物等の配布の許可） （資料等の配布の許可） 

第１１５条 何人も，議場において，資料，文書などの印刷物などを配布する

ときは，議長の許可を得なければならない。 

第１１５条 何人も，議場において，資料等を配布するときは，議長の許可を

得なければならない。 

（議長の秩序保持権） （議長の秩序保持権） 

第１１６条 すべて規律に関する問題は，議長が定める。ただし，議長は，必

要があると認めるときは，討論を用いないで会議に諮って決める。 

第１１６条 全て規律に関する問題は，議長が定める。ただし，議長は，必要

があると認めるときは，討論を用いないで会議に諮って決める。 

（会議録の記載事項） （会議録の記載事項） 

第１３１条 会議録に記載し，又は記録する事項は，次のとおりとする。 第１３１条 会議録に記載する事項は，次のとおりとする。 

(１)～(11) （省 略） (１)～(11) （省 略） 

(12) 選挙のてん末 (12) 選挙の経過 

(13) 議事のてん末 (13) 議事の経過 

(14)・(15) （省 略） (14)・(15) （省 略） 

２ 議事は，録音機によって記録する。 ２ 議事は，録音機その他議長が適当と認める方法によって記録する。 

（会議録署名議員） （会議録署名議員） 



（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

第１３２条 会議録に署名する議員（会議録が電磁的記録（法第１２３条第１

項に規定する電磁的記録をいう。以下同じ。）をもって作成されている場合

にあっては，同条第３項に規定する署名に代わる措置をとる議員）は，２人

とし，議長がその日ごとに会議の初めにおいて指名する。 

第１３２条 会議録に署名する議員は，２人とし，議長がその日ごとに会議の

初めにおいて指名する。 

（会議録の配布） （会議録の配布） 

第１３３条 会議録は，議員及び関係者に配布（会議録が電磁的記録をもって

作成されている場合にあっては，電磁的方法による提供を含む。）する。 

第１３３条 会議録は，議員及び関係者に配布する。 

 （電子情報処理組織による通知等） 

 第１３６条 議会又は議長若しくは委員長（以下この条及び次条第１項におい

て「議会等」という。）に対して行われる通知のうちこの規則の規定におい

て文書その他文字，図形その他の人の知覚によって認識することができる情

報が記載された紙その他の有体物（次項及び第６項並びに次条において「文

書等」という。）により行うことが規定されているものについては，当該通

知に関するこの規則の規定にかかわらず，議長が定めるところにより，議長

が定める電子情報処理組織（議会等の使用に係る電子計算機（入出力装置を

含む。以下この項及び第４項において同じ。）とその通知の相手方の使用に

係る電子計算機とを電気通信回線で接続した電子情報処理組織をいう。以下

この条において同じ。）を使用する方法により行うことができる。 

 ２ 議会等が行う通知のうちこの規則の規定において文書等により行うこと

が規定されているものについては，当該通知に関するこの規則の規定にかか

わらず，議長が定めるところにより，議長が定める電子情報処理組織を使用

する方法により行うことができる。ただし，当該通知を受ける者が当該電子

情報処理組織を使用する方法により受ける旨の議長が定める方式による表

示をする場合に限る。 



（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

 ３ 前２項の電子情報処理組織を使用する方法により行われた通知について

は，当該通知に関するこの規則の規定に規定する方法により行われたものと

みなして，当該通知に関するこの規則の規定を適用する。 

 ４ 第１項又は第２項の電子情報処理組織を使用する方法により行われた通

知は，当該通知を受ける者の使用に係る電子計算機に備えられたファイルへ

の記録がされた時（第２０条，第６５条，第９９条第１項，第１００条第１

項及び第１３３条の規定による議員に対する通知にあっては，当該ファイル

への記録がされた時又は議会等が，当該通知を受ける者が当該通知をすべき

電磁的記録（電子的方式，磁気的方式その他人の知覚によっては認識するこ

とができない方式で作られる記録であって，電子計算機（入出力装置を除

く。）による情報処理の用に供されるものをいう。次条において同じ。）に

記録されている事項を議長が定める方法により表示をしたものの閲覧若し

くは当該事項について当該者の使用に係る電子計算機に備えられたファイ

ルへの記録をすることができる措置をとるとともに，当該者に対し，議長が

定める電子情報処理組織を使用して当該措置がとられた旨の通知を発した

時のいずれか早い時）に当該者に到達したものとみなす。 

 ５ 議会等に対して行われ，又は議会等が行う通知のうち当該通知に関するこ

の規則の規定において署名し，若しくは連署し，又は記名押印すること（以

下この項において「署名等」という。）が規定されているものを第１項又は

第２項の電子情報処理組織を使用する方法により行う場合には，当該署名等

については，当該署名等に関する規定にかかわらず，氏名又は名称を明らか

にする措置であって議長が定めるものをもって代えることができる。 

 ６ 議会等に対して通知を行い，又は議会等から通知を受ける者について対面

により本人確認をするべき事情がある場合，議会等に対して行われ，又は議



（ 現  行 ） （ 改 正 後 ） 

会等が行う通知に係る文書等のうちにその原本を確認し，又は交付する必要

があるものがある場合その他の当該通知のうちに第１項又は第２項の電子

情報処理組織を使用する方法により行うことが困難又は著しく不適当と認

められる部分がある場合として議長が定める場合には，議長が定めるところ

により，当該通知のうち当該部分以外の部分につき，前各項の規定を適用す

る。この場合において，第３項中「行われた通知」とあるのは，「行われた

通知（第６項の規定により前２項の規定を適用する部分に限る。以下この項

から第５項までにおいて同じ。）」とする。 

 （電磁的記録による作成等） 

 第１３７条 この規則の規定（第２８条第１項（第９３条において準用される

場合を含む。）を除く。）において議会等が文書等を作成し，又は保存する

こと（次項において「作成等」という。）が規定されているものについては，

当該規定にかかわらず，議長が定めるところにより，当該文書等に係る電磁

的記録により行うことができる。 

 ２ 前項の電磁的記録により行われた作成等については、当該作成等に関する

この規則の規定により文書等により行われたものとみなして、当該作成等に

関するこの規則の規定を適用する。 

（会議規則の疑義に対する措置） （会議規則の疑義に対する措置） 

第１３６条 この規則の疑義は，議長が定める。ただし，異議があるときは，

会議に諮って決める。 

第１３８条 この規則の疑義は，議長が決定する。ただし，議員から異議があ

るときは，会議に諮って決定する。 

（会議規則の改正） （会議規則の改正） 

第１３７条 （省 略） 第１３９条 （省 略） 

   附 則 



 この規則は，公布の日から施行する。 


